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車検データを活用した使用過程車の分析
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•バッテリー容量劣化解析
•排出ガス発散防止装置の経年劣化解析
•重要部品の整備・交換時期に関する統計解析
•重点検査車両及び項目の抽出
•先進安全装置の装備状況及び機能維持状況
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⚫ ガソリン車におけるアイドリングでの排出ガス濃度測定の結果

• 2025年6月分 排ガス検査データ（N = 407,698）

– CO検査結果、CO判定値、CO測定値、HC審査結果、HC判定
値、HC測定値、走行距離

CO不合格でHCも不合格
HC不合格でCOも不合格
（それぞれ判定値に寄らず）

・車両情報（型式、登録年、重量、走行距離等）
・車両画像（新規検査、構造等変更検査時）
・環境性能に関する情報（排ガス規制、燃費基準等）
・検査結果（ｻｲﾄﾞｽﾘｯﾌﾟ、ﾌﾞﾚｰｷﾃｽﾀ、ｽﾋﾟｰﾄﾞﾒｰﾀﾃｽﾀ、灯火）

・特定DTC（ある場合）
UN R79の高度運転者支援ステアリングシステム，ABS ，ESC ，EVSC ，
BAS ，AEBS，排出ガス発散防止装置，AVAS ，自動運行装置
・レディネスコード（各項目の完了/未完了）
・OBFCM（ SOCE，SOCR ，走行距離等）

両検査の独立性

絶対数は少なくても不合格車
の比率をみると走行距離増加
とともに斬増傾向にあり、劣
化の要素はありうる

件数(件)
(割合)

うちハイ
ブリッド
車率
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造車率

型式不
明率

もう一方
（HC，CO）

不合格率

CO
（判定値1%）

合格 354,471 26.1% 1.1% 1.0% 0.1%

不合格 827
(0.23%)

4.0% 8.8% 4.6% 39.9%

HC（判定値
300ppm）

合格 354,583 26.1% 1.1% 0.6% 0.1%

不合格 715
(0.20%)

2.7% 6.0% 5.2% 46.2%

HC（判定値
1200ppm）

合格 8978 1.7% 8.9% 11.9% 3.6%

不合格 217
(2.36%)

1.4% 17.5% 28.6% 24.4%

高排出車をみると必ずしも走行距離の
大きいものが多数派なわけではない
とくに5%を超える車両の大半は走行距離
20万km以下である

HCにおいても同じ傾向

件数 平均
使用年数

年間走行距離（100km/年)

事業用 自家用 レンタカー 計 割合 平均 総和 総和割合

大型トラック 93 4,868 30 4,991 1.4% 16.5 85.97 315,171 1.0%

バス 20 224 5 249 0.1% 10.7 125.83 29,696 0.1%

小型トラック 349 33,792 1,256 35,397 9.8% 12.2 114.49 3,874,207 12.4%

自家用 4,435 304,029 7,576 316,040 87.6% 11.7 88.40 26,743,426 85.5%

特殊 466 3,338 124 3,928 1.1% 12.1 84.36 300,899 1.0%

大型特殊 0 14 0 14 0.0% 25 N/A N/A N/A

⚫ 検査車両件数 • 2025年6月分（N = 407,698） 小型トラックの
割合が増える


